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　｢

子
ど
も
予
防
接
種
週
間｣

は
、

保
護
者
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん

の
予
防
接
種
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
、接
種
率
の
向
上
を
図
る
目

的
で
設
け
ら
れ
た
週
間
で
す
。

　

予
防
接
種
は
、ワ
ク
チ
ン
で
子

ど
も
た
ち
を
病
気
か
ら
守
る
た
め

の
手
段
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、お
子
さ
ん
の
母

子
健
康
手
帳
を
確
認
し
、ま
だ
受

け
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
場
合
は

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、４
月
か
ら
入
園
・
入
学
を

控
え
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、接
種

漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、接
種
を
受
け
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
予
約

し
て
か
ら
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

健
康
政
策
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
９
７
５

●
自
殺
の
現
状　

　

平
成
25
年
の
自
殺
者
数
は
２
万

７
２
７
６
人（
警
視
庁
12
月
末
の

暫
定
値
）と
、前
年
に
続
き
３

万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。し
か

し
、依
然
と
し
て
深
刻
な
社
会

問
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
は

　

国
で
は
、
月
別
自
殺
者
数
の

多
い
３
月
を
自
殺
対
策
強
化

月
間
と
定
め
、
地
方
公
共
団

体
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

重
点
的
に
啓
発
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
支
援
施
策
の
強

化
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

●
市
の
主
な
取
り
組
み

①
自
殺
予
防
に
関
す
る
講
演
会

の
開
催

②
県
と
協
力
し
て
の
啓
発
活
動

の
実
施

③
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
施（
通

年
）

　
　

健
康
政
策
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　

介
護
者
同
士
の
励
ま
し
合
い

や
助
け
合
い
は
、
介
護
す
る
上

で
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
認

知
症
に
つ
い
て
学
び
、
介
護
に

活
か
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

３
月
12
日（
水
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

●
内
容

①
研
修
会

 

・
講
話　

｢

認
知
症
の
方
が
地
域

で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に｣

　

介
護
し
て
い
る
方
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
最
新
治
療
な
ど

 

・
講
師　

岩
本  

俊
彦  

先
生

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病

院
高
齢
者
総
合
診
療
科
部
長

②
交
流
会

　

介
護
者
同
士
の
語
り
合
い

●
定
員　

30
名

●
申
込
方
法　

　

３
月
11
日（
火
）ま
で
に
、
左

記
へ
電
話
で
申
し
込
み

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

　
　
　

高
齢
者
幸
福
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
５
７

《
工
房
わ
か
く
さ
》

  【
陶
芸
講
座
】

 

・
定
員　

40
名

 

・
日
時　

毎
週
月
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
正
午

 

・
材
料
費　

　

約
６
０
０
０
円（
年
間
）

  【
竹
工
芸
講
座
】

 

・
定
員　

20
名

 

・
日
時　

毎
週
水
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

第
２
水
曜
日
は
休
講

 

・
材
料
費　

　

１
作
品
に
つ
き
約
６
０
０
０
円

　
（
２
カ
月
で
１
作
品
程
度
）

  【
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
】

 

・
定
員　

25
名

 

・
日
時　

毎
週
金
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
３
時

 

・
材
料
費　

　

約
９
０
０
０
円（
年
間
）

※

初
め
て
の
方
は
道
具
代
約
２

万
円
が
別
途
必
要
で
す
。

《
佐
良
土
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
》

  【
陶
芸
講
座
】

 

・
定
員　

20
名

 

・
日
時　

毎
週
月
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

 

・
材
料
費　

　

約
６
０
０
０
円（
年
間
）

《
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ
清
流
荘希

望
の
家
》

  【
陶
芸
講
座
】

 

・
定
員　

35
名

 

・
日
時　

火
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

 

・
材
料
費　

約
１
万
円（
年
間
）

《
全
講
座
共
通
》

●
応
募
資
格

　

市
内
に
住
ん
で
い
る
60
歳
以

上
の
方
、
ま
た
は
高
齢
者
福

祉
に
理
解
が
あ
り
、
１
年
間

を
通
じ
て
受
講
で
き
る
20
歳

以
上
の
方
。
受
講
料
は
無
料

※
電
話
申
し
込
み
は
不
可

※
複
数
の
講
座
の
申
し
込
み
も

可
。
た
だ
し
、
陶
芸
講
座
の

重
複
受
講
は
不
可
。

●
申
込
方
法　

　

３
月
３
日（
月
）〜
17
日（
月
）

に
、
高
齢
者
幸
福
課
・
湯
津

上
支
所
総
合
窓
口
課
・
黒
羽

支
所
総
合
窓
口
課
に
あ
る
申

込
書
で
直
接
申
し
込
み

●
受
講
者
の
決
定　

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽

選
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

結
果
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

　
　
　

高
齢
者
幸
福
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
４
０　

市民サービスの向上につなげるため、有料広告を掲載しています。

３
月
１
日
〜
７
日
は

｢

子
ど
も
予
防
接
種
週
間｣

介
護
者
研
修
会･

交
流
会

高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り

講
座 

受
講
生
募
集

３
月
は

｢

自
殺
対
策
強
化
月
間｣
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特
　
集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教
　
育

ス
ポ
ー
ツ

税

産
　
業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
事
業

と
し
て
、
高
齢
者（
65
歳
以
上
の

方
）の
作
品
展
示
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
日
頃
の
作
品
発
表
の

場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
募
集
作
品　

ぬ
り
え
、折
り
紙
、

手
芸
作
品
な
ど
、
未
発
表
の

作
品（
一
人
１
点
）

●
募
集
期
間　

３
月
17
日（
月
）〜

28
日（
金
）

●
展
示
期
間　

４
月
１
日（
火
）〜

７
日（
月
）※ 

土
・
日
も
開
場

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
展
示
場
所　

大
田
原
保
健
セ
ン

タ
ー
入
り
口
ホ
ー
ル

●
作
品
の
搬
入
に
つ
い
て

　

お
住
ま
い
の
地
区
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

・
中
央

　
（
大
田
原
小･

紫
塚
小
学
校
区
、

金
田
北･

金
田
南
地
区
）

　
　
（
２
０
）１
０
０
１

 

・
西
部

　
（
西
原
小
学
校
区
、親
園･

野
崎･

佐
久
山
地
区
）

　
　
（
２
０
）２
７
１
０

 

・
東
部（
黒
羽･

湯
津
上
地
区
）

　
　
（
５
３
）１
８
８
０

　

大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ

の
葬
祭
を
行
っ
た
方
に
葬
祭
費

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
額　

５
万
円

●
申
請
に
必
要
な
も
の

 

・
喪
主
の
方
の
印
か
ん

 

・
喪
主
の
方
の
名
義
の
預
金
通
帳

 

・
会
葬
礼
状
な
ど
喪
主
の
確
認

が
で
き
る
も
の

 

・
運
転
免
許
証
や
市
民
証
な
ど

窓
口
に
来
た
方
の
確
認
が
で

き
る
も
の

●
時
効　

葬
祭
か
ら
２
年
が
経

過
す
る
と
、
申
請
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

※

大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
以
外

に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
に
つ
い

て
は
、
加
入
し
て
い
た
健
康
保

険
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

国
保
年
金
課　
　

１
階　

　
　
　
（
２
３
）８
７
９
２

●
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
る
方
へ

　

就
職
な
ど
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
以
外
の
保
険（
社
会
保

険
・
共
済
組
合
な
ど
）に
加
入

す
る
方
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、

手
元
に
保
険
証
が
届
い
て
い

な
く
て
も
そ
の
資
格
を
取
得

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
期
間
に
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
、

本
来
使
用
で
き
な
い
保
険
証

を
使
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
市
が
負
担
し
た
医

療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
届
出
は
お
早
め
に

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
国
民

健
康
保
険
の
窓
口
に
届
出
が

必
要
で
す
。
届
出
を
し
な
い

と
、
保
険
税
の
計
算
が
正
し

く
で
き
ま
せ
ん
。

◎
会
社
な
ど
の
健
康
保
険（
社
会

保
険
）に
加
入
ま
た
は
脱
退
し

た
と
き

◎
被
保
険
者
が
死
亡
、
転
出
し

た
と
き

◎
保
険
証
を
使
用
し
て
い
る
市

外
在
住
の
学
生
が
卒
業（
修

了
）し
た
と
き

※

国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
や

脱
退
日
は
、
届
出
日
で
は
な

く
、
社
会
保
険
を
脱
退
し
た

日
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
の

加
入（
ま
た
は
脱
退
）す
る
理

由
が
発
生
し
た
日
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。

問　

国
保
年
金
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
８
５
７

　

　　

高
齢
者
作
品
展
示
会
の

作
品
募
集

葬
祭
費
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

国
民
健
康
保
険
の
お
手
続
き

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ ／大田原年金事務所　　（２２）６３１３国保年金課　　１階　　（２３）８９２８

過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ
国民年金保険料の免除申請ができる対象期間が
拡大されます
　国民年金は、所得が少ないときや失業などにより保険
料を納付することが経済的に困難な場合、保険料の免除
を申請することができます。
　平成26年４月からは、過去２年１カ月分の免除申請が
できるようになります。
○これまでは、過去分の国民年金保険料の免除（※）が受
けられる期間は、申請の直前の７月（学生納付特例は直
前の４月）までの１年以内でした。
○平成26年４月からは、申請時点の２年１カ月前の月分
まで申請できるようになります。
【失業などの特例免除の対象期間も拡大されます】
○災害・失業などを理由とした免除（特例免除）は、これ
までは、申請時点の年度または前年度に災害・失業な
どの理由があることが条件となっていました。
○平成26年４月からは､災害・失業などの前月から災害･
失業などがあった年の翌々年６月までの期間について､

特例免除の申請ができるようになります。（平成26年３
月以前にあった災害･失業も対象となりますが、過去分
の審査対象期間は、２年１カ月前までです）
【申請方法は】
　市役所または年金事務所に申請してください。
　必要な添付書類など、詳しくは申請先までお問い合わ
せください。
（※）｢免除｣とは､全額免除､一部免除（３／４、半額、１
／４）、若年者納付猶予、学生納付特例のことです。
◆ご注意ください◆
○２年１カ月前の月分まで免除申請をすることができま
すが、申請が遅れると万一の際に障害年金などを受け
取れない場合や失業などの特例免除が受けられない場
合がありますので、すみやかに申請してください。
○申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行いま
すので、免除が承認されない場合があります。
　なお､全額免除と一部免除は配偶者および世帯主､若年
者納付猶予は配偶者についても所得審査を行います｡配
偶者や世帯主が失業などに該当する場合も免除を受け
られる場合があります。

年
金
・
国
保
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